レッスン６で提供の教材について確認

■「守」・「破」という用語について

「商品開発　実践　ワーク全体像(５７分程度)」の中で、「守の方」「破の方」と何度も出てきます。

・「守」とは　１人ビジネス　本コース　「守」のことを指します。
　→　概ね、起業前後の方向けの教材、基本・基礎を力を身につける教材です。全１２号あり１～６号までが、音声でも伝えていますがＤＢ作り、を目的にお話しをしています。

今回の６ヶ月コースでは、１～６号は直接扱いませんが、テキスト・教材としてはすべて入手できるようにしていますので、「アイデアがひらめかない」「ビジネスの情報が少なすぎる」と実感した時には利用して下さい。
・「破」とは、１人ビジネス本コース　「破」のことを指します。
　→　起業後、あるステージまでいった人が、次のビジネス、次の事業、次のステージに行きたい、そのくらいの方を対象にお話ししています。「守」と同様に全１２号です。前半１～６号は、「守」とは違い、自分の情報の整理・棚卸し、ビジネス・商賣の価値観の棚卸しなどを主に扱っていますが。同様に今回の６ヶ月コースでは、１～６号は直接扱いませんが、テキスト・教材としてはすべて入手できるようにしていますので、自分のビジネスをもっと整理したい、深掘りしたい、という場合に活用して下さい。

「守」の１～６までの教材は・・・・・・　こちらから
「破」の１～６までの教材は・・・・・・　こちらから
各　第６号のダウンロードページが開きます。ページ内に１号～５号までの

バックナンバーがありますので、ダウンロードできます。

· １～６号の各自での取り扱いについて
ダウンロードページをご覧いただくと、各教材での扱いテーマが書かれています。テキストが
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リンク　されていますので、まずは開いてみて、自分に必要かどうか見てみてください。必要であれば、音声もダウンロードできますので適宜、活用して下さい。
※１～６号をやらなくても、６ヶ月コース　レッスン６でのワークには一切支障はありません。
・レッスン６で扱う７号から～１１号について
全１２号のうちの連続した教材ですので、「第７号で」や「第８号で」と音声内で言っています。

これはコース内の「第○号」を表します。６ヶ月コース内では以下のように対応しています。

商品開発　実践　ワーク全体像(５７分程度) 　→　第　７号

商品開発　実践　ワーク１　（４９分程度） 　→  第　８号
商品開発　実践　ワーク２　（５８分程度）   →　第　９号
商品開発　実践　ワーク３　（４２分程度）   →  第１０号
商品開発　実践　ワーク４　（４２分程度）　 →　第１１号

・６ヶ月コースレッスン１～５までとの関連性とワークの進め方
レッスン６に進んで頂く基準として、色々なことが複雑に絡み合っていると言うことを認識した、本のように単純な階層構造ではないことを知った、という上で進んで頂いている。

編集/仕事術/ワクワクで行こう♪（潜在意識・快）/差異性/選択と集中

これらのことを扱ってきました。

その上で商品開発をしようとしています。

· 集客商品にはどんなものが向いている？

· 利益を出す商品にはどんなものが向いている

· どんなお客さんとつきあう、そしてどう、発信する？編集する？何をいう？言わない？

· どの商品に、どの客層に集中する？

· どの商賣の仕方が快？

· それらを実現するためには何が優先？

· 優先してみて何が快？不快？その違和感、修正は？

と、こんな風に全部つながっていくことをあらかじめ伝えておきます。

